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施策名 公園の整備

施策の体系

基本目標 ひとが賑わうまち 施策の主担当課名

　既存の都市公園については、高齢者や障がい者、子どもたちが安全安心に利用できるよう公園機能を充実します。また、行橋総
合公園については市民ニーズを踏まえて引き続き整備を進めるとともに、市民に利用しやすい施設となるよう管理運営・アクセス
面で工夫していきます。

主要施策名(４) 河川や海辺を生かした公園の整備

　市民の身近な憩いやレクリエーションの場や災害時の一時避難場所として機能の充実を図るとともに、誰もが安全安心に利用で
きるようバリアフリー化の進んだ公園整備と維持管理に努めます。また公園に対する市民ニーズは、ますます増大、多様化すると
予想されるので市民の意向を反映しながら、地域の特性に即した整備を計画的に推進していきます。

都市政策課

基本施策 インフラ整備プロジェクト 関係課名

鹿島　英樹

基地対策室・地域福祉課

施策コード A-1-3

　市内に点在している児童遊園については、地域住民の身近な憩いの場として安心して活用できるよう巡回を行い、公園内の遊具
や工作物の安全管理に努めます。また、専門業者による遊具の安全点検を行い、危険器具の把握に努めます。

　公園は、心身をいやし、健康を増進させ、市民が身近に楽しめる多様なレクリエーションや自然とのふれあいの場として、ま
た、良好な景観や野生生物の生息・生育環境を形成する場として、自然と人、人と人、人と地域などの関係性を回復、向上させる
機能を有しています。また、災害発生時においては避難地や避難路、防災拠点となるなど、都市や地域の防災性の向上に大きな役
割を担っています。
　本市の都市公園は、現在、31箇所、27.79haで、人口1人当たりの面積は3.93㎡／人であり、福岡県平均8.35㎡と比較して
整備が遅れているのが現状です。この中、行橋総合公園は計画面積21.3haのうち約8割に当たる17.33haを供用開始しており、
今後も引き続きサッカーグラウンド等の整備に向け計画的かつ着実な整備を推進していかなければなりません。
　御所ヶ谷史跡自然公園は、これまでに山麓の住吉池周辺の親水公園や駐車場が整備されました。今後は整備基本設計に基づき、
国の史跡エリアを中心に史跡と自然に触れ合う公園として整備していく必要があります。
　また市内には現在約160箇所の児童遊園があり、開発行為により年々増加しています。維持管理については地域の住民に行って
いただいているところですが、園内の遊具の維持管理については専門的な知識が必要であり、公園の全般的な維持管理を地域の住
民だけに求めることは難しい状況です。しかも、市内の児童遊園のほとんどが設置から相当の期間が経過しており、今後児童遊園
内の遊具の老朽化が進むことが想定されます。
　一方で、各地域における中央公園的な機能をもった公園の設置についての市民ニーズもあります。また、市街地内及びその周辺
地域では特に公園・緑地が不足していることから、河川や神社境内の活用等によるうるおい空間の拡充を望む市民ニーズもありま
す。今後、各地域の実情やニーズに応じて、多様な公園・緑地帯の設置などの検討を行っていく必要があります。

施策の現状と課題

主要施策名(１) 公園・緑地の計画的整備

シート作成者名

施策の基本方針

主要施策名(６) 公園維持管理業務の窓口の一元化に向けての取組み

　今川や長井浜などの水辺については貴重な水辺空間として親水性に富んだ公園の整備を進めます。

主要施策名(５) 市民参加による公園づくりと管理

　公園等の整備に当たっては、計画策定段階から市民が参加し、市民の自主性、主体的な関わりによる公園づくりに努めます。ま
た、公園の適切な維持管理を図るため、市民ボランテイアによる清掃等の積極的な参加を促進します。

主要施策名(３) 都市公園・総合公園の機能拡充

達成度の説明（H２４年度）

施策の内容
（主要施策）

　自然環境教育の場及び地域コミュニティや交流イベント、運動の場を提供するとともに、精神的なリフレッシュ効果、健康増進
効果を図るため、既存公園の配置状況等も勘案し、適地に新しい公園・緑地の整備を推進します。

主要施策名(２) 身近な公園の安全管理

指標名(単位) 過年度実績 評価年度 目標値

　市民サービスの観点から見ても公園の維持管理についての窓口の一元化は必要です。関係部署と協議し公園の維持管理業務の一
元化への検討を行います。

目標指標

公園内での事故の件数
(件)

H22年度 H23年度

一人当たりの都市公園の
整備面積(㎡)

H22年度 H23年度

身近な公園の整備状況に
関する市民満足度(％)

H22年度 H23年度

H22年度 H23年度 H24年度

H24年度

H28年度

0 0 0

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

アンケート調査による市民満足度のため取得困難
25.8 － －

H27年度 H28年度H24年度

評価期間内での事故は発生なし
今後もゼロ目標

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

0 0 0 0

50.0

H25年度 H26年度

H28年度

事務事業名 事務事業の内容

事業費（人件費込、単位：千円）

優先順位

1,750 2,100

Ｈ23年度
実績値

5

H27年度 H28年度

H25年度 H26年度 H27年度

Ｈ24年度
実績値

Ｈ25年度
見込額

1 松原展望台広場管理事業 松原展望公園の管理委託及び巡回 2,240

児童遊園施設管理事業
公園内の適切な整備を行う
（遊具安全点検・遊具補修等）

3,560 3,705 3,863

H26年度

4

3,190 8

3

3 児童遊園施設補修事業 危険遊具の撤去、遊具の新設 5,584 2,037

2

7

4 都市公園施設管理事業
都市公園の樹木、公衆便所等施設維持
管理

9,933 9,366 10,406

5 都市公園の遊具等施設補修 1,430

6 総合公園管理事業

1,566 1,155都市公園補修事業

総合公園の樹木、公衆便所等施設維持
管理（指定管理）

20,525 22,097 21,897

総合公園の遊具等施設補修 1,057 1,270 1,060

1

2

6

8 総合公園整備事業 総合公園の国庫交付金事業による整備 71,028 25,849 114,578

総合公園補修事業

施策全体の今後
の方針と展望

(主要部長の意見)

11

13

14

9

10

　現在は、１箇所の大規模な総合公園以外は小規模な児童遊園がほとんどであるため、それらの安全な管理と長寿命
化を推進することはもちろん、必要に応じて統廃合も行いながら、地域毎に災害時の用途も考慮した中規模な公園等
の整備が必要である。ただし、予算的な制約があると思うので、まずは長期的なスパンで見通せる実行計画の策定も
必要ではないかと考える。
　また、６つの主要施策の中には、具体的に実施できていないであろうものも見受けられるため、この施策全体の推
進を行うためにも、全ての主要施策を網羅できる事業の実施に努めてほしい。

総合計画審議会
からの意見及び

指摘事項等

4.20

　安心・安全に利用できるバリアフリー化の進んだ公園整備のニーズがあることから、今後は「公園施設長寿命化計
画策定」並びに「緑の基本計画の見直し」等を行い、市民の意向を反映しながら、地域の特性を生かした整備を計画
的に推進する。

3.52 3.70 3.76 3.79 3.95

H25年度 H26年度

4.20

施策構成
事務事業 7

　安心・安全に利用できるバリアフリー化の進んだ公園整備のニーズがあることから、今後は小規模な児童遊園の管
理や統廃合、中規模な公園等の整備を含め「公園施設長寿命化計画策定」並びに「緑の基本計画の見直し」等を行
い、市民の意向を反映しながら、地域の特性を生かした整備を計画的に推進する。また、全ての主要施策を網羅でき
る事業の実施に努めていく。

施策の最終方針

（市長の意見）

H28年度

平成２７年度に総合公園の全園整備を目指し計画的
に整備を行う

H27年度

12


